
取扱説明書
噴霧機用キャリーカート

初版

HG-CC12C-2T

組立て

梱包部品一覧
本商品は、
噴霧器を乗せる
キャリーカートです。

本品は、噴霧器の運搬用キャリーカートです。それ以外の用
途で使用しないでください。
人やペットを乗せないでください。重大事故につながる恐
れがあります。
本品に子供が乗ったり遊んだりしないように十分に注意を
してください。
エンジン噴霧器を運搬するときは、必ずエンジンを停止して
ください。
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警告

注意

本体（A）にシャフト（E）を通し、ワッシャ（G）、割ピ
ン（H）、割ピン（H）、ワッシャ（G）の順で取付けます。
割ピンはプライヤー等で曲げます。

■使用工具：プライヤーやペンチを
ご用意ください。

1. ユニットとすべてのアクセサリを慎重に箱から取出し、全て
　のユニット・アクセサリに不足・問題がないことを確認して
　ください。
2. 製品を注意深く点検し、輸送中の損傷がないことを確認して
　ください。万が一損傷が見受けられた場合は、運送会社に 1 週
　間以内に連絡をしてください。
3. 梱包材を慎重に検査し、使用する前に廃棄しないでください。
　不足している場合は、お手数ですが弊社までご連絡ください。

身体の調子が悪いときや、判断力に影響するような酒類、薬
物を服用しているときは、使用しないでください。
夜間、悪天候時、霧の発生時など、視界が良くないときは使
用しないでください。
噴霧器を乗せる際、本品に強い衝撃を与えたり一ヵ所に荷
重を加えないでください。変形や破損につながります。
凹凸や傾斜している路面で使用すると荷崩れや落下、車輪
の破損等をまねく恐れがありますのでご注意ください。
噴霧器に薬液が入った状態で、本品のハンドルのみで持ち
上げないでください。破損の恐れがあります。持ち上げる際
は、噴霧器の取っ手と本品のハンドルの両方を持って持ち
上げてください。
保管の際は屋外での放置を避けて必ず屋内にて保管をして
ください。
定期的に各部のゆるみ・ガタつき等を必ず点検してくださ
い。
使用中、異常が見受けられた場合は直ちに使用を中止して
点検作業を実施してください。
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A. 本体

耐荷重
サイズ
重量

※本製品は、すべての噴霧器に
　ご使用頂けるわけではありません。
　特に噴霧器が車輪に干渉するもの、
　奥行きが広いもの、付属のベルトで
　固定できないもの等は、
　ご使用いただけません。
　ご了承ください。

30kg
W490×D310×H870～1050mm
2.7kg B. ハンドル C. ハンドルバー

F. 車輪×2

E. シャフト

シャフト（E）

ワッシャ（G）

割ピン（H）

D. 面ファスナー

G. ワッシャ×6 H. 割ピン×6
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取扱い

・

注意

キャップは一度取付けると、取外しにくくなりますのでご注
意ください。

車輪（F）、ワッシャ（G）を取付け、割ピン（H）で固定
をします。割ピンはプライヤー等で曲げます。

2

キャップを取付けます。3

少し移動をしてずれないかご確認ください。3

ハンドル（B）をハンドルバー（C）に取付けノブを締
付け固定をします。

4

ハンドルバー（C）のロックボタンを押しながら本体
（A）に挿込みます。持ちやすい位置にしたらノブを
締付け固定をします。

5

キャリーカートに噴霧器を慎重に乗せます。1

左右均等に乗せたら、ベルトで固定をします。
余ったベルトは付属の面ファスナーで固定します。
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キャップ

ロックボタン

このロックボタンがハンドルバーの抜け防止になります。

ノブ

ハンドル（B）

ハンドルバー（C）

ノブ

E

G
H H

G G

車輪（F）


